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◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

三
月
の
別
名
（
べ
つ
め

い
）
を
「
弥
生
（
や
よ
い
）」
と
い
い
ま
す
。 

そ
れ

は
、 

木
草
弥
生
（
き
く
さ
い
や
よ
い
）
茂
（
し
げ
）

る
月
、
つ
ま
り
、
草
木
の
い
よ
い
よ
生
（
お
）
い
茂
る

月
の
意
味
で
、
つ
ま
っ
て
、「
や
よ
い
」
と
な
っ
た
と
い

う
説
が
有
力
で
す
。 

 

ま
た
三
月
は
、
古
来
（
こ
ら

い
）
よ
り
「
桃
の
節
句
（
せ
っ
く
）」、
ひ
な
人
形
を
飾

っ
て
女
の
子
の
成
長
と
幸
せ
を
願
う
行
事
、「
ひ
な
祭

り
」
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

実
は
、「
ひ
な
祭
り
」

は
、
身
の
穢
（
け
が
）
れ
を
祓
（
は
ら
）
う
行
事
、「
上

巳
（
じ
ょ
う
し
）
の
祓
い
」
に
由
来
（
ゆ
ら
い
）
し
て

い
ま
す
。 

「
上
巳
の
祓
い
」
と
は
、 

三
月
に
入
っ

て
初
め
て
の
巳
（
み
）
の
日
に
、
川
や
海
で
禊
（
み
そ

ぎ
）
を
行
い
、
酒
を
酌
交
（
く
み
か
）
わ
し
て
災
厄
（
さ

い
や
く
）
を
祓
う
と
い
う
、
中
国
で
行
わ
れ
て
い
た
行

事
で
す
。 

奈
良
時
代
に
、
日
本
に
も
伝
わ
っ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。 

宮
中
（
き
ゅ
う
ち
ゅ
う
）
で
は
、
三

月
の
巳
の
日
に
、
天
皇
陛
下
の
大
御
体
（
お
お
み
ま
）、

お
体
を
人
形
（
ひ
と
が
た
）
で
撫
で
て
、
厄
（
や
く
）

を
移
し
、
お
祓
い
を
す
る
行
事
と
な
り
、
平
安
時
代
に

は
貴
族
の
間
に
も
広
ま
り
ま
し
た
。 

こ
の
祓
（
は
ら
）

い
に
使
わ
れ
て
い
た
素
朴
（
そ
ぼ
く
）
な
人
形
が
、 

     「
雛
（
ひ
な
）
人
形
」
の
原
形
（
げ
ん
け
い
）
で
す
。 

当
宮
（
と
う
ぐ
う
）
で
は
、
三
月
五
日
に
、
上
巳
の
祓

い
」
の
故
事
（
こ
じ
）
に
倣
（
な
ら
）
い
、
冬
禊
（
ふ

ゆ
み
そ
ぎ
）
練
成
会
（
れ
ん
せ
い
か
い
）
が
、
開
催
さ

れ
ま
し
た 

 
 

 
下
関
市
内
の
青
年
神
職
、
氏
子
青
年
の
方
々
が
、
西
山

海
岸
の
海
に
入
り
、
禊
を
さ
れ
た
の
で
す
。 

旧
土
佐

藩
士
で
、
自
由
民
権
運
動
（
じ
ゆ
う
み
ん
け
ん
う
ん
ど

う
）
に
身
を
や
つ
し
た
、
植
木
枝
盛
（
う
え
き 

え
も

り
）
氏
は
、「
そ
の
胸
中
（
き
ょ
う
ち
ゅ
う
）
に
過
去
が

あ
る
も
の
そ
れ
を
老
人
と
い
う 
そ
の
胸
中
に
未
来

が
あ
る
も
の 

そ
れ
を
青
年
と
い
う
」
と
い
う
言
葉
を

残
さ
れ
ま
し
た
。 

身
も
心
も
清
々
し
く
、
明
き
清
き

誠
の
心
で
神
明
（
し
ん
め
い
）
に
御
奉
仕
し
よ
う
と
い

う
心
意
気
（
こ
こ
ろ
い
き
）、
ま
さ
し
く
、
青
年
の
志

（
こ
こ
ろ
ざ
し
）
で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
（
け
い
い
）

を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

◇
禊
は
、
身
を
削
（
そ
）
ぐ
思
い
で
、
海
に
入
っ
た
り
、

滝
（
た
き
）
に
打
た
れ
た
り
し
て
、
罪
穢
（
つ
み
け
が
）

れ
を
清
め
る
神
事
（
し
ん
じ
）
で
す
。 

罪
と
は
、
神

様
に
、
自
分
の
心
を
「
包
（
つ
つ
）
み
隠
（
か
く
）
す

こ
と
」
だ
と
思
い
ま
す
。 

神
様
が
、
お
与
（
あ
た
）

え
に
な
っ
た
、
正
直
で
無
垢
（
む
く
）
な
心
を
と
り
も

ど
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

さ
ら
に
、
穢
れ
と
は
、

清
浄
な
る
心
が
、「
枯
（
か
）
れ
る
」、「
気
枯
（
き
が
）

れ
」
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

常
に
、
気
持
ち
を

枯
ら
さ
な
い
よ
う
に
、
心
を
清
浄
（
せ
い
じ
ょ
う
）
に

保
（
た
も
）
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。 

と
か
く
、
せ
ち

が
な
い
世
相
、
コ
ロ
ナ
禍
四
年
目
の
現
在
、「
包
み
隠
さ

ず
」、「
気
枯
れ
」
な
く
生
活
を
す
る
こ
と
は
、
容
易
（
よ

う
い
）
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

自
己
中
心
的
な

心
が
肥
大
（
ひ
だ
い
）
し
て
、
調
和
を
み
だ
し
、
協
力

協
調
が
難
し
く
な
り
ま
す
。 

排
斥
（
は
い
せ
き
）
や

攻
撃
（
こ
う
げ
き
）、
破
壊
（
は
か
い
）
と
い
っ
た
お
互

い
の
不
幸
を
招
（
ま
ね
）
い
て
し
ま
う
の
で
す
。 

神

社
神
道
は
、「
つ
な
が
り
の
宗
教
」
で
あ
り
ま
す
。 

神

様
、
大
自
然
、
そ
し
て
、
人
々
に
つ
な
が
っ
て
、
共
に

生
き
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

作
家
の
司
馬
遼
太
郎

さ
ん
は
、「「
昔
も
今
も
、
ま
た
未
来
に
お
い
て
も
変
わ

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。 

そ
こ
に
空
気
と
水
、
そ
れ
に

土
な
ど
と
い
う
自
然
が
あ
っ
て
、
人
間
は
自
然
に
よ
っ

て
生
か
さ
れ
て
き
た
。 

人
間
は
、
助
け
合
っ
て
生
き
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て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
仰
（
お
っ
し
ゃ
）
っ
て
い
ま
す
。 

司
馬
さ
ん
の
仰
っ
て
い
る
、「
助
け
合
っ
て
生
き
て
い

る
」
と
い
う
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
利
他
的
（
り

た
て
き
）
な
心
、
他
人
を
思
い
や
る
心
と
行
動
が
必
要

で
、
ま
さ
し
く
そ
れ
が
、「
包
み
隠
さ
ず
」、「
気
枯
れ
」

な
く
生
活
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

あ
ら

ゆ
る
も
の
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
支
え

あ
い
、
尊
（
と
う
と
）
び
合
い
な
が
ら
生
活
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 
ま
さ
に
、「
共
尊
共
生

共
栄
（
き
ょ
う
そ
ん
き
ょ
う
せ
い
き
ょ
う
え
い
）」
で

す
。 

春
と
い
う
字
の
象
形
文
字
（
し
ょ
う
け
い
も
じ
）

は
、
桑
の
芽
が
伸
び
切
っ
た
姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
そ

う
で
す
。 

私
ど
も
も
、
春
に
あ
や
か
り
、
包
み
隠
さ

ず
、
気
持
ち
を
枯
ら
さ
ず
、「
共
尊
共
生
共
栄
」
の
日
々

で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。 

 

◇
二
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 

▼
月
次
祭 

＊
二
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
祢
神
社
月
次
祭 

＊
二
月
一
日 

 

▼
花
手
水
実
施 

＊
二
月
三
日
～
十
五
日 

 

▼
節
分
祭 

 

＊
二
月
三
日 

 

▼
下
関
三
井
化
学
百
周
年
記
念
植
樹
祭 

 

＊
二
月
七
日 

▼
紀
元
祭 
 

＊
二
月
十
一
日 

□
本
宮 

＊
午
前
十
時 

□
下
関
市
建
国
祭 

＊
午
後
二
時 

 

▼
祈
年
祭 

 

※
本
宮 

彦
島
八
幡
宮 

＊
二
月
十
七
日 

※
六
連
島
八
幡
宮 

 
 

＊
二
月
二
十
五
日 

※
田
の
首
八
幡
宮 

 
 

＊
二
月
二
十
七
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
二
月
二
十
一
日 

 

▼
天
長
祭 

＊
二
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

▼
宮
司
家(

柴
田
家)

祖
霊
祭 

＊
二
月
二
十
六
日 

◇
二
月
の
宮
司
動
静
報
告 

 
▼
彦
島
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

□
神
道
会
世
話
人
会 

＊
二
月
二
十
六
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
関
係 

 

□
下
関
支
部
幹
事
会 

＊
二
月
六
日 

 

□
建
国
奉
祝
会
実
務
者
会
議 

＊
二
月
八
日 

 

 

□
山
口
県
神
社
庁
役
員
会 

＊
二
月
十
二
日 

 

□
支
部
長
事
務
局
長
会
議
、
例
祭
＊
二
月
十
三
日 

 

□
日
本
会
議
山
口
講
演
会 
＊
二
月
十
八
日 

 
 

□
巡
回
祭
典
後
講
話
研
修
会 
＊
二
月
二
十
一
日 

 

▼
教
誨
師
関
係 

 

□
釈
放
前
指
導
講
話 

＊
二
月
二
十
八
日 

▼
学
校
関
係
、
そ
の
他 

□
玄
洋
校
区
挨
拶
運
動 

＊
二
月
十
日 

□
西
山
小
学
校
Ｃ
Ｓ 

＊
二
月
十
日 

□
玄
洋
中
Ｃ
Ｓ 

＊
二
月
十
七
日 

□
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
二
月
十
五
日 

◇
三
月
の
祭
典
行
事
予
定 

 

▼
月
次
祭 

＊
三
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
祢
神
社
月
次
祭 

＊
三
月
一
日 

 

▼
横
浜
Ｄe

Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
下
関
フ
ァ
ン
集
い

の
会
必
勝
祈
願
祭 

＊
三
月
四
日 

 

▼
青
年
神
職
会
氏
子
青
年
会
合
同
冬
禊 

＊
三
月
五
日 

 

▼
南
風
泊
恵
比
須
神
社
例
祭 

＊
三
月
十
五
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
三
月
二
十
一
日 

 

▼
春
季
祖
霊
祭 

＊
三
月
二
十
一
日 

◇
三
月
の
宮
司
動
静
予
定 

 

▼
彦
島
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

□
彦
島
八
幡
宮
リ
ー
グ
役
員
会
＊
三
月
十
一
日 

 
 

□
維
蘇
志
会
三
十
周
年
記
念
例
会 

 
 
 

＊
三
月
十
八
日 

 
 

□
神
道
会
総
会 

＊
三
月
二
十
一
日 

 

▼
神
社
庁
関
係 

 
 

□
教
化
会
議 

＊
三
月
二
日
、
八
日 

 
 

□
役
員
会 

＊
三
月
九
日 

 
 

□
支
部
研
修
会 

＊
三
月
十
六
日 

 

▼
教
誨
師
関
係 

 
 

□
集
合
教
誨 

＊
三
月
十
三
日
、
二
十
七
日 

 

▼
自
治
会
関
係 

 
 

□
迫
町
ウ
ォ
ー
ク
参
加 

＊
三
月
十
一
日 

 
 

□
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
三
月
二
十
二
日 


